【作成資料の例】
水泳の授業の安全な実施に向けて、みんなで考え、仲間と共有しよう
①　水泳の授業で起こりやすい事故やケガにはどんなものがあるだろうか。
【原因】
人・禁止事項の飛び込みをした。
人・禁止事項の走ることをした。
人環・禁止事項のふざけた行動と周囲に人がいることの未確認。
人・体調の確認が不十分。
【事故やケガ】
・飛び込みをして、水底で頭部を打つ。
・プールサイドを走って、滑り転倒。
・ジャンプして入水した際に、水中にいた人にぶつかる。
・ゴーグルを投げて遊び、人の顔に当たる。
・疲れているのに無理して参加し、具合が悪くなる。





☆原因には大きく2つに分けられる
→「（人的）要因」と「（環境）要因」
↑これは保健の授業で学習しました

②　①のようなことが起こらないようにするためには、どうすればいいだろうか…
【マナー・安全の確認】
～授業前～
①体調を確かめ、熱のある人けがをしている人などは泳がない。
②バディシステムでペアを確認し、体調チェックをする。
～入水時～
①体を水に慣れさせるよう、足からゆっくり入る。
②バディシステム（2人組で常にお互いを監視しあう）をとる。
～プールから出た後～
①点呼をとる。
②目や口、体をよく洗い、耳に入った水を出す。


【禁止事項の確認】
●走り回ったり、悪ふざけをしたりする。
●プールに頭から飛び込む。
※絶対にしない！！
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③　おぼれている人を見つけた時にどんな行動が必要か、その場に居る人で助け出す方法を考えよう。
異常に気づき、協力して素早くプールから引き上げる
救助に使えそうなもの
⇒ビート板、ペットボトル、バスタオル、浮島など
☆ヒューマンチェーン
注意
・おぼれている人から目を離さず
大声で周りの人の協力を求める
・泳がずに救助する
溺れているかものサイン
・身体がほぼ垂直の状態
・動かず同じ場所にとどまっている
・顔から水中に没したまま
・潜ったまま浮上しない
・浮き具の下でジタバタしている
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④　セルフチェック表と安全チェックリストを作成しよう。
□体温　□睡眠時間　□朝食の有無
□排便　□下痢や腹痛症状　□頭痛　
□咳や鼻水　□吐き気　□目眩や立ち眩み　□息苦しさ、胸の痛み　□顔色

□セルフチェックができたか　□ペアの確認　
□ペアとの体調相互チェック　□入水の方法　
□ペアを常に見ていたか　
□禁止事項を守っていない人への注意
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